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著者の業績一覧

昭
和
三
七
年
二
九
六
二
年
)

七
月
三

O
日
(
論
文
)
「
条
約
の
国
内
執
行
に
つ
い
て
」
明
治
大
学
法
制
研
究
所
紀
要
第
六
号

昭
和
三
八
年
二
九
六
三
年
)

二
月
二

O
日
(
論
文
)
「
米
国
に
お
け
る
州
法
と
条
約
と
の
関
係
|
外
国
人
財
産
問
題
を
中
心
と
し
て
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
第
七
号

九
月
三

O
日
(
論
文
)
「
米
国
に
お
け
る
条
約
と
既
存
の
法
律
と
の
関
係
」
明
治
大
学
法
制
研
究
所
紀
要
第
七
号

昭
和
三
九
年
二
九
六
四
年
)

三
月
一

O
日
(
論
文
)
「
わ
が
国
に
お
げ
る
平
和
主
義
体
制
の
確
立
と
そ
の
崩
壊
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
第
八
号

四
月
O
五
日
(
論
文
)
「
米
国
に
お
げ
る
条
約
と
事
後
法
と
の
関
係
」
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
紀
要
第
二
集

二
月
一
日
(
研
究
概
要
)
「
条
約
の
違
憲
性
」
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
年
報
第
五
号

一
一
月
一
日
(
論
文
)
「
わ
が
国
地
方
自
治
の
理
念
と
役
割
」
(
上
)
都
市
問
題
(
東
京
市
政
調
査
会
)
五
五
巻
一
一
号

一
一
一
月
一
日
(
論
文
)
「
わ
が
国
地
方
自
治
の
理
念
と
役
割
」
(
下
)
都
市
問
題
(
東
京
市
政
調
査
会
)
五
五
巻
二
一
号

昭
和
田

O
年
二
九
六
五
年
)

二
月
二

O
日
(
論
文
)
「
条
約
の
圏
内
法
的
研
究
概
説
」
明
治
大
学
大
学
院
紀
要
第
二
集

三
月
一

O
日
(
論
文
)
「
憲
法
改
正
の
手
続
・
限
界
論
の
発
展
と
特
質
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
第
九
号

二
月
二

O
日
〔
研
究
概
要
)
「
刑
事
補
償
の
研
究
」
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
年
報
第
六
号

一
一
一
月
二

O
日
(
論
文
)
「
刑
事
手
続
き
に
お
砂
る
人
権
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
第
一

O
号
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一
二
月
二

O
日
(
論
文
)
「
条
約
に
関
す
る
司
法
抑
制
|
比
較
法
的
考
察
」
明
治
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
集

昭
和
田
一
年
二
九
六
六
年
)

三
月
三
一
日
(
論
文
)
「
条
約
と
法
律
と
の
関
係
」
法
律
論
叢
三
九
巻
四
二
ハ
併
号
(
野
田
孝
明
教
授
古
希
記
念
論
文
集
)

五
月
一
九
日
(
新
刊
紹
介
)
「
和
田
英
夫
『
学
習
憲
法
』
」
明
治
大
学
新
聞
四
一
年
五
月
一
九
日
号

昭
和
田
二
年
二
九
六
七
年
)

二
月
二

O
日
(
論
文
)
「
基
本
的
人
権
の
制
限
|
判
例
に
あ
ら
わ
れ
た
公
共
の
福
祉
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
第
二
号

三
月
二
五
日
(
論
文
要
旨
)
「
『
条
約
の
圏
内
法
的
研
究
』
要
旨
」
明
治
大
学
大
学
院
紀
要
第
四
集

三
月
二
五
日
(
論
文
)
「
最
高
裁
判
所
の
憲
法
判
例
よ
り
み
た
裁
判
に
よ
る
人
権
保
障
の
限
界
」
東
京
都
私
立
短
期
大
学
協
会
委
託
研
究
報
告

書
(
昭
和
四
一
年
度
)

三
月
三

O
日
(
論
文
)
「
国
家
補
償
に
関
す
る
憲
法
的
考
察
」
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
紀
要
第
五
集

五
月
三
日
(
著
書
)
『
判
例
日
本
国
憲
法
』
啓
文
社

一
一
一
月
一
四
日
(
論
説
)
「
破
防
法
の
問
題
点
」
明
治
大
学
新
聞
一
一
六
三
号

一
二
月
二
四
日
(
論
文
)
「
憲
法
に
お
げ
る
国
際
主
義
」
明
治
大
学
大
学
院
紀
要
第
五
集

昭
和
田
三
年
二
九
六
八
年
)

三
月
二

O
日
(
論
文
)
「
わ
が
国
陪
審
制
度
是
非
論
の
若
干
の
考
察
」
法
律
論
叢
四
一
巻
四
二
ハ
併
号
(
小
出
廉
二
教
授
古
希
記
念
論
文
集
)

三
月
二
五
日
(
論
文
)
「
圏
内
法
と
国
際
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
第
一
二
号

三
月
三

O
日
(
研
究
概
要
)
「
国
家
補
償
制
度
!
と
く
に
損
害
賠
償
に
つ
い
て
」
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
年
報
第
八
号

九
月
二
六
日
(
論
文
要
旨
)
「
私
の
学
位
論
文
」
明
治
大
学
新
聞

一
O
月
一
日
(
著
書
)
『
女
性
と
憲
法
問
題
|
日
常
生
活
の
な
か
に
さ
ぐ
る
』
評
論
社

昭
和
四
四
年
二
九
六
九
年
)

三
月
二

O
日
(
論
文
)
「
女
性
の
地
位
に
関
す
る
憲
法
判
例
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
第
二
ニ
号

三
月
二
五
日
(
論
文
)
「
ア
メ
リ
カ
連
邦
裁
判
所
裁
判
官
の
人
事
」
法
律
論
叢
四
二
巻
四
一
六
併
号
(
安
沢
喜
一
郎
教
授
古
希
記
念
論
文
集
)
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三
月
三

O
日
(
論
文
)
「
美
濃
部
・
立
両
博
士
論
争
の
素
描

l
圏
内
法
と
国
際
法
と
の
関
係
論
に
つ
い
て
」
明
治
大
学
社
研
紀
要
第
七
号

三
月
三

O
日
(
研
究
概
要
)
「
憲
法
に
お
け
る
国
家
主
権
の
防
衛
と
国
際
主
義
と
の
矛
盾
」
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
年
報
第
九
号

五
月
四
日
(
談
話
)
「
女
性
と
憲
法
」
上
、
島
根
新
聞

五
月
五
日
(
談
話
)
「
女
性
と
憲
法
」
下
、
島
根
新
聞

六
月
一

O
日
(
共
同
執
筆
)
『
政
治
の
な
か
の
法
』
敬
文
堂
(
女
子
高
等
教
育
の
問
題
点
)

七
月
一
日
(
論
説
)
「
国
際
条
約
と
憲
法
問
題

(
1
)
」
評
論
社
「
ば
れ
る
が
」
七
、
八
月
号

九
月
一
日
(
論
説
)
「
国
際
条
約
と
憲
法
問
題

(
2
)
」
評
論
社
「
ば
れ
る
が
」
九
月
号

一
O
月
一
日
(
論
説
)
「
国
際
条
約
と
憲
法
問
題

(
3
)
」
評
論
社
「
ば
れ
る
が
」
一

O
月
号

一
一
月
一
日
(
論
説
)
「
国
際
条
約
と
憲
法
問
題

(
4
)
」
評
論
社
「
ば
れ
る
が
」
一
一
月
号

一
一
一
月
二

O
日
(
著
書
)
『
国
際
条
約
と
憲
法
の
課
題
』
評
論
社

昭
和
四
五
年
二
九
七

O
年
)

一
月
一
日
(
論
説
)
「
国
際
条
約
と
憲
法
問
題

(
5
)
」
評
論
社
「
ば
れ
る
が
」
一
月
号

二
月
一
日
(
論
説
)
「
国
際
条
約
と
憲
法
問
題

(
6
)
」
評
論
社
「
ば
れ
る
が
」
二
月
号

三
月
三
一
日
(
研
究
概
要
)
「
憲
法
第
九
条
に
関
す
る
資
料
的
研
究
」
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
年
報
第
一

O
号

七
月
一

O
日
(
著
書
)
『
現
代
人
の
憲
法
』
評
論
社

八
月
二
五
日
(
書
評
)
「
安
沢
教
授
古
希
記
念
論
文
集
紹
介
」
和
光
経
済
(
和
光
大
学
社
会
経
済
研
究
所
)
第
四
巻
一
号

一
O
月
三
一
日
(
論
文
)
「
憲
法
に
お
け
る
国
際
主
義
と
そ
の
効
用
」
明
治
大
学
法
制
研
究
所
紀
要
第
一
一
一
号

昭
和
田
六
年
二
九
七
一
年
)

一
一
一
月
二

O
日
(
研
究
概
要
)
「
ア
7
リ
カ
諸
国
の
憲
法
」
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
年
報
第
二
一
号

昭
和
田
七
年
二
九
七
二
年
)

二
月
一
日
(
論
文
)
「
ア
メ
リ
カ
憲
法
の
刑
事
手
続
条
項
概
観
」
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
紀
要
第
一

O
集

三
月
一

O
日
(
論
文
)
「
裁
判
の
公
正
|
憲
法
三
七
条
に
関
す
る
判
例
の
検
討
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
第
一
六
号
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一
一
月
一
日
(
新
刊
紹
介
)
「
吉
田
善
明
『
現
代
憲
法
の
問
題
状
況
』
」
学
園
だ
よ
り
(
明
治
大
学
広
報
課
)
第
一
四
号

昭
和
田
八
年
こ
九
七
三
年
)

一
月
二

O
日
(
研
究
概
要
)
「
ア
フ
リ
カ
諸
国
憲
法
の
人
権
規
定
」
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
年
報
第
二
二
号

三
月
ご

O
日
(
論
文
)
「
ア
フ
リ
カ
諸
国
憲
法
の
研
究
(
1
)
|
英
連
邦
諸
国
憲
法
の
発
展
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
第
一
七
号

六
月
三

O
日
(
判
例
演
習
)
「
明
治
憲
法
下
の
法
令
」
林
修
三
ほ
か
編
『
統
治
の
機
構
と
作
用
』
成
文
堂
所
収

七
月
三

O
日
(
解
説
)
「
最
高
法
規
」
中
川
善
之
助
監
修
『
現
代
法
学
辞
典
2
』
(
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
)
日
本
評
論
社
所
収

八
月
三
一
日
(
判
例
演
習
)
和
田
英
夫
編
『
判
例
憲
法
』
(
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
基
本
判
例
シ
リ
ー
ズ
)
日
本
評
論
社
所
収

九
月
二

O
日
(
判
例
演
習
)
「
刑
事
補
償
」
林
修
三
ほ
か
編
『
基
本
的
人
権
』
成
文
堂
所
収

昭
和
四
九
年
こ
九
七
四
年
)

一
月
二

O
日
(
研
究
概
要
)
「
ア
フ
リ
カ
社
会
の
構
造
的
研
究
」
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
年
報
第
一
四
号

四
月
一
日
(
論
説
)
「
ナ
イ
ロ
、
ビ
大
学
の
法
学
教
育
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
第
二
二
二
号

四
月
二

O
日
(
共
編
)
中
原
・
西
俣
編
『
法
学
の
基
礎
』
成
文
堂

六
月
二
九
日
(
講
演
)
「
ア
フ
リ
カ
の
憲
法
と
政
治
」
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
・
人
文
科
学
研
究
所
共
催
講
演
会
・
於
明
治
大
学
大
学
院

講
堂

七
月

~
0日
(
随
想
)
「
ア
フ
リ
カ
の
旅
I
ム
束
ア
フ
リ
カ
(
一
)
」
月
刊
ア
フ
リ
カ
第
一
四
巻
第
七
号
(
一
五
七
号
)

八
月
一

O
日
(
随
想
)
「
ア
フ
リ
カ
の
旅
|
西
ア
フ
リ
カ
(
一
一
)
」
月
刊
ア
フ
リ
カ
第
一
四
巻
第
八
号
ご
五
八
号
)

一
O
月
一
日
(
論
文
)
「
ア
フ
リ
カ
英
連
邦
諸
国
憲
法
の
発
展
」
法
律
時
報
第
四
六
巻
第
一

O
号

一
O
月
二
三
日
(
論
文
)
「
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
憲
法
事
情
(
一
)
|
憲
法
発
展
の
あ
し
ど
り
」
時
の
法
令
第
八
七
三
号

一
一
月
三
日
(
論
文
)
「
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
憲
法
事
情
(
二

)
l各
国
憲
法
の
内
容
と
性
格
」
時
の
法
令
第
八
七
四
号

一
一
月
一

O
日
(
随
想
)
「
ア
フ
リ
カ
の
旅
(
三
)
|
ナ
イ
ロ
ビ
か
ら
の
私
信
」
月
刊
ア
フ
リ
カ
第
一
四
巻
第
一
一
号

一
一
月
一
三
日
(
論
文
)
「
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
憲
法
事
情
(
三
)
|
ア
フ
リ
カ
社
会
の
特
性
と
憲
法
」
時
の
法
令
第
八
七
五
号
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昭
和
五

O
年
二
九
七
五
年
)

一
月
一

O
日
(
論
文
)
「
ケ
ニ
ア
の
国
会
」
月
刊
ア
フ
リ
カ
第
一
五
巻
第
一
号
(
一
六
三
号
)

二
月
一

O
日
(
論
文
)
「
ケ
ニ
ア
の
大
統
領
制
」
月
刊
ア
フ
リ
カ
第
一
五
巻
第
二
号
ご
六
四
号
)

三
月
二

O
日
(
論
文
)
「
ア
フ
リ
カ
諸
国
憲
法
の
研
究
(
二

)
l英
植
民
地
憲
法
に
つ
い
て
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
第
一
九
号

三
月
二
五
日
(
論
説
)
「
刑
法
改
正
草
案
と
憲
法
」
法
学
へ
の
誘
い
(
別
冊
法
学
会
誌
)
第
五
号

四
月
一

O
日
(
論
文
)
「
ケ
ニ
ア
の
司
法
制
度
」
月
刊
ア
フ
リ
カ
第
一
五
巻
第
四
号
こ
六
六
号
)

四
月
三

O
日
(
解
説
)
「
憲
法
」
時
事
百
科
ご
九
七
五
年
版
)
小
学
館

五
月
一
日
(
論
文
)
「
南
ア
・
ロ
ー
デ
シ
ア
の
憲
法
と
人
種
差
別
」
法
律
時
報
第
四
七
巻
第
六
号

五
月
二

O
日
(
共
同
執
筆
)
和
田
英
夫
編
『
ケ
l
ス
ス
タ
デ
ィ
憲
法
1
』
法
学
書
院

九
月
一

O
日
(
論
文
)
「
ザ
ン
ビ
ア
憲
法
と
政
治
体
制
」
月
刊
ア
フ
リ
カ
第
一
五
巻
第
九
号
(
第
一
七
一
号
)

一
一
月
二

O
日
(
共
同
執
筆
)
和
田
英
夫
編
『
ケ

l
ス
ス
タ
デ
ィ
憲
法
2
』
法
学
書
院

昭
和
五
一
年
こ
九
七
六
年
)

三
月
一

O
日
(
論
文
)
「
ア
フ
リ
カ
諸
国
憲
法
の
大
統
領
制
と
一
党
制
|
ア
フ
リ
カ
諸
国
憲
法
の
憲
法
研
究
(
三
)
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要

第
二

O
号

三
月
三

O
日
(
論
文
)
「
英
連
邦
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
憲
法
と
大
統
領
制
」
ア
フ
リ
カ
研
究
第
一
五
号
(
日
本
ア
フ
リ
カ
学
会
誌
)

三
月
三

O
日
(
解
説
)
「
憲
法
」
時
事
百
科
(
一
九
七
六
年
版
)
小
学
館

七
月
(
著
書
)
『
日
本
国
憲
法
講
義
要
綱
』
東
京
法
科
学
院
(
タ
イ
プ
印
刷
)

昭
和
五
二
年
(
一
九
七
七
年
)

一
月
一

O
日
(
論
文
)
「
ギ
ニ
ア
・
ピ
サ
ウ
、
モ
ザ
ン
ビ

l
ク
の
憲
法
概
観
」
月
刊
ア
フ
リ
カ
第
一
七
巻
第
一
号
(
第
一
八
七
号
)

三
月
一

O
日
(
論
文
)
「
議
会
制
民
主
主
義
の
危
機
と
再
生
」
こ
ま
ば
(
電
波
研
修
所
)
第
四
二
号

三
月
一
五
日
(
共
同
執
筆
)
小
林
孝
輔
編
『
新
選
憲
法
演
習
問
題
』
(
テ
キ
ス
ト
)
一
粒
社

三
月
三

O
日
(
解
説
)
「
憲
法
」
時
事
百
科
こ
九
七
七
年
版
)
小
学
館

207 
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三
月
三
一
日
(
論
文
)
「
仏
語
圏
ア
フ
リ
カ
諸
国
憲
法
の
成
立
|
ア
フ
リ
カ
諸
国
憲
法
の
研
究
(
四
)
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
第
二
一
号

五
月
一
日
(
コ
ラ
ム
)
「
短
大
五

O
年
史
の
作
成
に
寄
せ
て
」
明
治
大
学
広
報
第
五
七
号

五
月
三
日
(
論
文
)
「
ア
フ
リ
カ
英
連
邦
諸
国
憲
法
の
特
性
|
人
権
条
項
と
大
統
領
制
」
法
律
時
報
昭
和
五
二
年
五
月
臨
時
増
刊
号

六
月
二
五
日
(
研
究
概
要
)
「
ア
フ
リ
カ
社
会
の
構
造
的
研
究
」
明
治
大
学
社
会
科
研
究
所
年
報
第
一
五
、
六
併
号

七
月
二
五
日
(
著
書
)
『
憲
法
論
点
ノ

l
ト
(
上
)
|
原
論
・
統
治
』
(
テ
キ
ス
ト
、
タ
イ
プ
印
刷
)
東
京
法
科
ア
カ
デ
ミ
ー

九
月
一
日
(
著
書
)
『
憲
法
議
議
案
」
(
テ
キ
ス
ト
、
タ
イ
プ
印
刷
)
東
京
法
科
学
院

一
O
月
一
日
(
研
究
概
要
)
「
ア
フ
リ
カ
社
会
の
構
造
的
研
究
」
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
年
報
第
一
七
、
一
八
併
号

昭
和
五
三
年
二
九
七
八
年
)

三
月
一

O
日
(
論
文
)
「
英
連
邦
ア
フ
リ
カ
諸
国
憲
法
の
人
権
条
項
(
一

)
lア
フ
リ
カ
諸
国
憲
法
研
究
(
五
)
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
第

一一一一一ロマ

三
月
三

O
日
(
解
説
)
「
憲
法
」
時
事
百
科
こ
九
七
八
年
)
小
学
館

五
月
一

O
日
(
論
文
)
「
英
連
邦
ア
フ
リ
カ
諸
国
憲
法
の
人
権
条
項
(
二
)
|
ア
フ
リ
カ
諸
国
憲
法
研
究
(
六
ご
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
第

二
四
号

九
月
二

O
日
(
解
説
)
「
憲
法
|
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
|
七
九
年
度
就
職
対
策
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
号

九
月
二
五
日
(
研
究
概
要
)
「
ア
フ
リ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
圏
諸
国
憲
法
の
研
究
」
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
年
報
第
一
九
号

昭
和
五
四
年
二
九
七
九
年
)

一
月
八
日
(
解
説
)
「
整
理
と
体
系
化
の
作
業
私
の
学
位
論
文
」
学
園
だ
よ
り
第
七
六
号

三
月
三

O
日
(
解
説
)
「
憲
法
」
時
事
百
科
(
一
九
七
九
年
版
)
小
学
館

三
月
三

O
日
(
共
同
執
筆
)
和
田
英
夫
編
『
憲
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教
材
』
有
斐
閣

五
月
一

O
日
(
共
同
執
筆
)
吉
田
・
中
村
編
『
憲
法
|
司
法
試
験
シ
リ
ー
ズ
』
日
本
評
論
社

五
月
三
日
(
学
会
報
告
)
「
ケ
ニ
ア
憲
法
の
構
造
的
変
遷
独
立
憲
法
と
一
九
六
九
年
憲
法
の
比
較
か
ら
」
比
較
法
学
会
・
於
北
海
道
大
学

六
月
一
五
日
(
解
説
)
「
憲
法
|
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
八

0
年
度
就
職
対
策
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
号
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九
月
三

O
日
(
論
文
)
「
ケ
ニ
ア
憲
法
の
構
造
的
変
遷
|
独
立
憲
法
と
一
九
六
九
年
憲
法
の
比
較
か
ら
」
比
較
法
研
究
第
四
一
号

昭
和
五
五
年
二
九
八

O
年
)

一
月
二

O
日
(
共
著
)
『
憲
法
二
七
講
』
創
成
社

二
月
一
日
(
新
刊
紹
介
)
「
和
田
英
夫
『
大
陸
型
違
憲
審
査
制
』
」
明
治
大
学
広
報
第
一

O
七
号

三
月
二
八
日
(
論
文
)
「
ケ
ニ
ア
植
民
地
憲
法
の
の
O
ロ
ロ
ロ
ロ
に
つ
い
て
(
一

)
l
ア
フ
リ
カ
諸
国
憲
法
の
研
究
(
七
こ
明
治
大
学
短
期
大
学
紀

要
、
創
立
五

O
周
年
記
念
論
文
集

三
月
三

O
日
(
解
説
)
「
憲
法
」
時
事
百
科
ご
九
八

O
年
版
)
小
学
館

四
月
七
日
(
論
説
)
「
ア
フ
リ
カ
社
会
の
特
性
と
憲
法
」
法
学
へ
の
誘
い
第
一

O
号

六
月
二
五
日
(
解
説
)
「
憲
法
|
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
|
八
一
年
度
就
職
対
策
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
号

一
一
月
一
五
日
(
コ
ラ
ム
)
「
短
大
五

O
年
史
を
発
刊
」
明
治
大
学
広
報
第
一

O
四
号

一
一
月
一
八
日
(
論
説
)
「
金
大
中
氏
の
無
罪
を
信
ず
る
|
人
権
無
視
の
悪
政
を
絶
て
」
明
大
組
合
ニ
ュ
ー
ス
速
報
第
一

O
七
四
号

一
一
月
ニ
九
日
(
論
説
)
「
明
治
大
学
百
周
年
に
想
う
」
明
大
専
教
連
会
報
第
一

O
四
号

昭
和
五
六
年
二
九
八
一
年
)

三
月
三

O
日
(
論
説
)
「
衣
を
脱
い
だ
改
憲
論
議
安
定
政
権
下
に
お
け
る
両
陣
営
の
思
わ
く
を
探
る
」
時
事
百
科
(
一
九
八
一
年
版
)
小
学

館

一
月
二

O
日
(
論
文
)
「
ケ
ニ
ア
植
民
地
憲
法
の
の
。
口
口
氏
]
に
つ
い
て
(
ニ

)
lア
フ
リ
カ
諸
国
憲
法
の
研
究
(
八
)
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀

要
第
二
八
号

五
月
一
五
日
(
論
説
)
「
成
果
あ
が
る
研
究
活
動
|
ア
フ
リ
カ
研
究
会
の
動
向
」
明
治
大
学
広
報
第
一
二
九
号

六
月
一
五
日
(
著
書
)
『
日
本
国
憲
法
講
議
I
』
成
文
堂

九
月
一
日
(
書
評
)
「
ロ
ー
レ
ン
ス

W
・ビ

l
ア
編
、
佐
藤
功
監
修
『
ア
ジ
ア
の
憲
法
制
度
|
ア
メ
リ
カ
の
影
響
に
対
す
る
ア
ジ
ア
的
対
応
』
」

円
担
当

ω
n
y
。
。
-
第
三
六
号

五
日
(
論
説
)
「
短
期
大
学
の
教
育
実
践
|
一
一
つ
の
私
見
」
明
大
専
教
連
会
報
第
二

O
号
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一
O
月
一
五
日
(
著
書
)
『
日
本
国
憲
法
講
義
H
』
成
文
堂

昭
和
五
七
年
二
九
八
二
年
)

一
月
一
日
(
解
説
)
「
短
答
式
実
践
教
室
・
憲
法
」
受
験
新
報
五
七
年
一
月
号

一
月
二

O
日
(
解
説
)
「
司
法
試
験
短
答
式
対
策
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
号

二
月
一
日
(
解
説
)
「
短
答
式
実
践
教
室
・
憲
法
」
受
験
新
報
五
七
年
二
月
号

三
月
一
日
(
解
説
)
「
短
答
式
実
践
教
室
・
憲
法
」
受
験
新
報
五
七
年
三
月
号

三
月
三

O
日
(
解
説
)
「
憲
法
」
時
事
百
科
(
一
九
八
二
年
版
)
小
学
館

三
月
三
一
日
(
判
例
研
究
)
「
高
等
裁
判
所
が
は
じ
め
て
戸
別
訪
問
を
禁
止
し
て
い
る
公
選
法
一
三
八
条
一
項
は
憲
法
二
一
条
に
違
反
す
る

と
判
決
し
た
事
例
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
第
三
一
号

四
月
一
日
(
解
説
)
「
短
答
式
実
践
教
室
・
憲
法
〕
受
験
新
報
五
七
年
四
月
号

四
月
一
二
日
(
解
説
)
「
最
新
重
要
判
例
の
要
点
整
理
l
憲
法
編
」
受
験
新
報
別
冊

五
月
一
日
(
解
説
)
「
短
答
式
実
践
教
室
・
憲
法
」
受
験
新
報
五
七
年
五
月
号

七
月
一
日
(
解
説
)
「
短
答
式
実
践
教
室
・
憲
法
」
受
験
新
報
五
七
年
七
月
号

八
月
一
日
(
解
説
)
「
短
答
式
実
践
教
室
・
憲
法
」
受
験
新
報
五
七
年
八
月
号

九
月
一
日
(
解
説
)
「
短
答
式
実
践
教
室
・
憲
法
」
受
験
新
報
五
七
年
九
月
号

一
O
月
一
日
(
解
説
)
「
短
答
式
実
践
教
室
・
憲
法
」
受
験
新
報
五
七
年
一

O
月
号

一
一
月
一
日
(
解
説
)
「
短
答
式
実
践
教
室
・
憲
法
」
受
験
新
報
五
七
年
一
一
月
号

一
二
月
一
日
(
解
説
)
「
短
答
式
実
践
教
室
・
憲
法
」
受
験
新
報
五
七
年
二
一
月
号

昭
和
五
八
年
こ
九
八
三
年
)

一
月
一
日
(
解
説
)
「
短
答
式
実
践
教
室
・
憲
法
」
受
験
新
報
五
八
年
一
月
号

二
月
一
日
(
解
説
)
「
短
答
式
実
践
教
室
・
憲
法
」
受
験
新
報
五
八
年
二
月
号

二
月
一

O
日
(
解
説
)
「
『
憲
法
』
新
傾
向
問
題
の
解
き
方
・
考
え
方
」
別
冊
受
験
新
報
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三
月
一
日
(
解
説
)
「
短
答
式
実
践
教
室
・
憲
法
」
受
験
新
報
五
八
年
三
月
号

三
月
一

O
日
(
論
文
)
「
最
近
の
ア
フ
リ
カ
英
連
邦
諸
国
憲
法
|
四
つ
の
憲
法
制
定
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
第
三
二
号

三
月
二

O
日
(
判
例
研
究
)
「
最
過
疎
区
と
最
過
密
区
間
の
衆
議
員
定
数
の
格
差
が
一
対
二
を
超
え
る
場
合
は
、
選
挙
人
の
投
票
価
値
の
平
等

を
損
な
い
、
憲
法
が
保
障
す
る
平
等
選
挙
に
違
反
す
る
と
し
た
事
例
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
第
三
三
号

三
月
三

O
日
(
解
説
)
「
憲
法
」
時
事
百
科
ご
九
八
三
年
版
)
小
学
館

四
月
一
日
(
解
説
)
「
短
答
式
実
践
教
室
・
憲
法
」
受
験
新
報
五
八
年
四
月
号

三
月
二

O
日
(
解
説
)
「
司
法
試
験
短
答
式
直
前
対
策
ご
九
八
三
)
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
号

五
月
一
日
(
解
説
)
「
短
答
式
実
践
教
室
・
憲
法
」
受
験
新
報
五
八
年
五
月
号

七
月
一
日
(
解
説
)
「
短
答
式
実
践
教
室
・
憲
法
」
受
験
新
報
五
八
年
七
月
号

八
月
一
日
(
解
説
)
「
短
答
式
実
践
教
室
・
憲
法
」
受
験
新
報
五
八
年
八
月
号

九
月
一
日
(
解
説
)
「
短
答
式
実
践
教
室
・
憲
法
」
受
験
新
報
五
八
年
九
月
号

九
月
二
五
日
(
共
著
)
『
世
界
の
議
会
(
一

O
)
ア
フ
リ
カ
』
ぎ
ょ
う
せ
い

一
O
月
一
日
(
解
説
)
「
短
答
式
実
践
教
室
・
憲
法
」
受
験
新
報
五
八
年
一

O
月
号

一
一
月
一
日
(
解
説
)
「
短
答
式
実
践
教
室
・
憲
法
」
受
験
新
報
五
八
年
一
一
月
号

一
一
月
一
日
(
解
説
)
「
憲
法
の
新
し
い
学
び
方
・
考
え
方
」
受
験
新
報
五
八
年
一
一
月
号

一
二
月
一
日
(
解
説
)
「
短
答
式
実
践
教
室
・
憲
法
」
受
験
新
報
五
八
年
一
二
月
号

昭
和
五
九
年
二
九
八
四
年
)

一
月
一
日
(
解
説
)
「
短
答
式
実
践
教
室
・
憲
法
」
受
験
新
報
五
九
年
一
月
号

二
月
一
日
(
解
説
)
「
短
答
式
実
践
教
室
・
憲
法
」
受
験
新
報
五
九
年
二
月
号

三
月
一
日
(
論
説
)
「
『
研
究
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
』
に
対
応
す
る
意
見
」
明
大
専
教
連
会
報
第
二
八
号

三
月
一
日
(
解
説
)
「
短
答
式
試
験
出
題
形
式
別
新
傾
向
問
題
へ
の
対
処
法

(
1
)
憲
法
」
受
験
新
報
五
九
年
三
月
号

三
月
二

O
日
(
論
文
)
「
参
院
比
例
代
表
制
選
挙
と
そ
の
評
価
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
第
三
五
号

211 
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三
月
三

O
日
(
解
説
)
「
憲
法
」
時
事
百
科
(
一
九
八
四
年
版
)
小
学
館

四
月
一
日
(
解
説
)
「
短
答
式
試
験
出
題
形
式
別
新
傾
向
問
題
へ
の
対
処
法

(
2
)
憲
法
」
受
験
新
報
五
九
年
四
月
号

二
月
(
著
書
)
「
憲
法
基
本
書
精
読
講
座
」
第
一
、
二
分
冊
(
非
売
品
)
東
京
法
科
学
院

二
月
三

O
日
(
論
説
)
「
短
期
大
学
の
役
割
と
公
費
助
成
」
明
治
大
学
国
庫
助
成
推
進
委
員
会
報
第
一

O
号

一
一
一
月
一
八
日
(
論
説
)
「
ア
フ
リ
カ
の
憲
政
と
政
変
」
朝
日
新
聞
一
一
一
月
一
八
日
夕
刊

一
二
月
二
五
日
(
著
書
)
『
憲
法
|
司
法
試
験
短
答
式
演
習
』
法
学
書
院

昭
和
六

O
年
二
九
八
五
年
)

二
月
一
日
(
論
文
)
「
ケ
ニ
ア
の
行
政
機
構
と
そ
の
機
能
」
法
律
時
報
第
五
七
巻
三
号

二
月
一
五
日
(
解
説
)
「
既
出
問
題
の
分
析
と
合
格
対
策
『
憲
法
』
」
別
冊
受
験
新
報

三
月
三

O
日
(
解
説
)
「
憲
法
」
時
事
百
科
こ
九
八
五
年
版
)
小
学
館

三
月
二

O
日
(
論
文
)
「
ケ
ニ
ア
地
方
制
度
|
ア
フ
リ
カ
諸
国
憲
法
の
研
究
(
九
)
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
第
三
七
号

六
月
八
日
(
講
演
)
「
積
み
残
さ
れ
た
民
主
主
義
|
陪
審
制
度
と
選
挙
の
戸
別
訪
問
」
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
第
六
回
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ヨ
ナ
ル
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
於
明
治
大
学

八
月
一
日
(
解
説
)
「
六

0
年
度
司
法
試
験
短
答
式
問
題
の
背
景
を
探
る
(
二
憲
法
編
」
受
験
新
報
八
月
号

昭
和
六
一
年
二
九
八
六
年
)

一
月
一
五
日
(
講
演
記
録
)
「
積
み
残
さ
れ
た
民
主
主
義
l
陪
審
制
度
と
選
挙
の
戸
別
訪
問
」
明
治
大
学
社
会
科
研
究
第
六
回
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ヨ
ナ
ル
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
(
総
合
テ
l
マ
「
民
主
主
義
と
日
本
」
)
記
録
、
同
研
究
所
刊

三
月
二

O
日
(
論
文
)
「
ケ
ニ
ア
の
選
挙
法
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
第
三
九
号

三
月
三

O
日
(
解
説
)
「
憲
法
」
時
事
百
科
(
一
九
八
六
年
版
)
小
学
館

三
月
三
一
日
(
論
文
)
「
ア
フ
リ
カ
英
連
邦
諸
国
憲
法
の
特
徴
と
評
価
」
ア
フ
リ
カ
研
究
第
二
八
号

四
月
一
日
(
解
説
)
「
南
ア
の
差
別
立
法
」
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
年
鑑
こ
九
八
六
年
版
)

四
月
一
五
日
(
著
書
)
『
民
主
政
治
と
国
際
主
義
』
成
文
堂
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六
月
一
八
日
(
講
演
)
「
ア
フ
リ
カ
の
話
」
明
大
教
養
講
座
、
於
明
大
付
属
中
野
八
王
子
校

七
月
一
八
日
(
論
説
)
「
臨
定
問
題
に
つ
い
て
」
明
大
専
教
連
会
報
第
三
五
号

八
月
二
六
日
(
研
究
報
告
)
「
陪
審
制
否
定
論
の
一
論
拠
と
し
て
の
国
民
性
・
国
民
文
化
論
の
検
討
|
陪
審
制
理
解
の
予
備
的
認
識
と
し
て
」

「
陪
審
裁
判
を
考
え
る
会
」
に
お
げ
る
報
告

一
O
月
一
日
(
論
説
)
「
変
化
を
み
き
わ
め
て
l
短
大
学
長
に
就
任
し
て
」
明
治
大
学
広
報
第
二
二
六
号

一
一
月
一
日
(
論
説
)
「
徳
島
市
条
例
事
件
と
漠
然
性
ゆ
え
に
無
効
の
理
論
」
明
大
駿
台
祭
法
律
問
題
研
究
部
パ
ン
フ

一
一
一
月
一
日
(
論
説
)
「
都
市
型
大
学
と
短
大
の
位
置
づ
け
」
明
治
大
学
広
報
第
二

O
三
号

一
二
月
一

O
日
(
論
説
)
「
陪
審
制
と
国
民
性
」
陪
審
裁
判
第
四
号

昭
和
五
二
年
二
九
八
七
年
)

一
月
二

O
日
(
論
文
)
「
第
三
世
界
と
憲
法
政
治
l
ア
フ
リ
カ
の
場
合
序
説
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
第
四

O
号

三
月
一
日
(
解
説
)
「
昭
和
六
二
年
度
司
法
試
験
第
二
次
試
験
(
憲
法
)
新
考
査
委
員
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」
受
験
新
報
三
月
号

三
月
一
五
日
(
著
書
)
『
裁
判
の
公
正
と
女
性
の
権
利
』
成
文
堂

三
月
二
六
日
(
解
説
)
「
徳
島
市
条
例
事
件
と
漠
然
性
ゆ
え
に
無
効
の
理
論
」
明
法
第
五
号

三
月
三
一
日
(
書
評
)
「
へ
イ
ワ

l
ド
『
ア
フ
リ
カ
の
選
挙
(
司
日
仏
冨
-
E
ミ
4
5丘

aJ回。
2
Z
E
E円

E
8
2号
巳
〉
E
n
p
者
g守
山
何
者

pam-
図
。
ロ
ロ
仏
向
田
口
円
四
円
。

E
o
p
H
U∞
斗
)
』
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
第
四
一
号

四
月
二

O
日
(
解
説
)
「
憲
法
」
時
事
百
科
(
一
九
八
七
年
版
)
小
学
館

五
月
一
五
日
(
新
刊
紹
介
)
「
田
中
館
照
橘
『
行
政
裁
判
の
理
論
』
」
明
治
大
学
広
報
第
二
三
七
号

五
月
一
五
日
(
共
著
)
『
ア
フ
リ
カ
の
都
市
問
題
』
勤
草
書
房

七
月
一
日
(
解
説
)
「
昭
和
六
二
年
度
司
法
試
験
論
文
式
問
題
を
予
想
す
る
」
受
験
新
報
七
月
号

八
月
二
四
日
(
研
究
報
告
)
「
陪
審
制
度
と
憲
法
論
」
「
陪
審
制
度
を
考
え
る
会
」
夏
期
合
宿
報
告
、
於
ホ
テ
ル
マ
ウ
ン
ト
富
士

一
O
月
五
日
(
コ
ラ
ム
)
「
終
戦
直
後
に
な
ぜ
脱
走
し
た
か
」
『
戦
争
(
下
巻
)
|
血
と
涙
で
綴
っ
た
証
言
』
所
収
、
朝
日
新
聞
社

一
O
月
二
三
日
(
研
究
発
表
)
「
ア
フ
リ
カ
の
都
市
と
都
市
法
」
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
会
報
告

213 
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昭
和
六
三
年
二
九
八
八
年
)

一
月
二

O
日
(
共
同
執
筆
)

「
第
三
世
界
と
社
会
福
祉
ア
フ
リ
カ
の
場
合
」
岡
野
加
穂
留
編
著
『
福
祉
社
会
の
未
来
構
造
論

i
木
来
福
祉
の

た
め
の
遺
伝
子
組
み
換
え
試
論
』
所
収
、
人
聞
の
科
学
社

三
月
一
日
(
論
説
)
「
短
大
の
変
貌
と
本
学
の
対
応
」
明
治
大
学
広
報
第
二
五
一
号

三
月
一
日
(
論
説
)
「
短
期
大
学
と
一
一
一
世
紀
へ
の
展
望
」
明
治
大
学
国
庫
助
成
推
進
委
員
会
報
第
二
ニ
号

三
月
二
六
日
(
随
想
)
「
保
守
回
帰
と
憲
法
」
憲
友
第
九
号

三
月
二

O
日
(
論
文
)
「
陪
審
制
と
憲
法
論
(
一
)
|
第
四
五
・
四
六
帝
国
議
会
に
お
け
る
憲
法
論
争
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
第
四
三
号

七
月
三

O
日
(
論
説
)
「
陪
審
制
と
憲
法
論
」
陪
審
裁
判
第
五
号

一
O
月
一
日
(
解
説
)
「
在
学
生
の
人
権
と
基
準
の
設
定
」
受
験
新
報
一

O
月
号

一
一
月
日
(
解
説
)
「
知
る
権
利
と
国
家
機
密
」
駿
台
祭
パ
ン
フ

昭
和
六
四
年
二
九
八
九
年
)

一
月
一

O
日
(
随
想
)
「
ア
フ
リ
カ
、
東
と
西
|
娘
と
二
人
旅
」
月
刊
ア
フ
リ
カ
第
三
二
八
号

一
月
二

O
日
(
共
同
執
筆
)
和
田
・
清
水
編
『
基
本
問
題
セ
ミ
ナ
ー
「
憲
法
」
』
一
粒
社

平
成
一
年
二
九
八
九
年
〉

二
月
一
日
(
論
文
)
「
陪
審
制
度
と
憲
法
論
の
輪
郭
」
法
律
時
報
第
六
一
巻
二
号

三
月
一
日
(
論
文
)
「
環
境
権
と
都
市
法
|
八
王
子
市
の
緑
化
条
例
を
中
心
に
」
私
学
研
修
第
一
一
一
一
一
号

三
月
一
五
日
(
論
文
)
「
明
治
憲
法
下
の
陪
審
制
と
憲
法
論
」
法
律
論
叢
六
一
巻
四
・
五
合
併
号

三
月
二
五
日
(
論
文
)
「
環
境
権
と
地
方
自
治
の
役
割
|
八
王
子
市
の
緑
化
行
政
を
モ
デ
ル
と
し
て
」
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
紀
要
第
三

O
集

三
月
一
三
日
(
論
文
)
「
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
憲
法
こ
九

O
九
年
)
の
成
立
上
岡
ア
フ
リ
カ
憲
法
史
の
展
開
ご
)
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要

第
四
五
号

一
日
(
論
説
)
「
社
研
所
長
に
就
任
し
て
|
研
究
所
専
任
教
員
制
度
等
の
論
議
を
」
明
治
大
学
広
報
第
二
七
二
号

五
月
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六
月
一
日
(
解
説
)
「
司
法
試
験
論
文
式
|
私
の
予
想
す
る
問
題
は
こ
れ
」
受
験
新
報
七
月
号

七
月
一
三
日
(
論
説
)
「
陪
審
裁
判
と
憲
法
論
の
展
開
」
東
京
新
聞
七
月
一
一
二
日
号
夕
刊
、
中
日
新
聞
七
月
二

O
日
号
夕
刊

八
月
一
日
(
コ
ラ
ム
)
「
陪
審
裁
判
」
潮
八
月
号

八
月
一
日
(
研
究
概
要
)
「
環
境
権
と
地
方
自
治
の
役
割
|
八
王
子
市
の
緑
化
行
政
を
モ
デ
ル
と
し
て
」
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
年
報

第
二
允
号

八
月
二
五
日
(
解
説
)
「
法
律
の
上
手
な
学
び
方
|
条
文
・
判
例
に
も
強
く
な
ろ
う
」
季
刊
経
営
と
法
律
第
七

O
号

九
月
一
九
日
(
論
説
)
「
ア
フ
リ
カ
と
憲
法
事
情
」
東
京
新
聞
九
月
一
九
日
号
夕
刊

一
O
月
一
日
(
共
著
)
中
原
精
一
編
『
現
代
法
の
創
造
的
展
開
」
成
文
堂

平
成
二
年
二
九
九

O
年
)

二
月
一

O
日
(
論
説
)
「
研
究
す
る
者
の
た
め
の
研
究
所
と
し
て
|
三

O
年
の
歴
史
を
回
顧
す
る
」
社
研
ニ
ュ
ー
ス
第
一
六
号

二
月
一

O
日
(
論
文
)
「
南
部
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
憲
法
(
一
)
ザ
ン
ビ
ア
、
ジ
ン
パ
ブ
エ
」
月
刊
ア
フ
リ
カ
第
三

O
巻
二
号

三
月
一

O
日
(
論
文
)
「
南
部
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
憲
法
(
二
)
ア
ン
ゴ
ラ
、
モ
ザ
ン
ビ

l
ク
、
南
ア
フ
リ
カ
」
月
刊
ア
フ
リ
カ
第
三

O
巻
三
号

三
月
一
七
日
(
論
説
)
「
一
一
一
日
に
晴
れ
て
独
立
|
ア
フ
リ
カ
最
後
の
植
民
地
ナ
ミ
ビ
ア
」
秋
田
さ
き
が
り
。
同
一
の
論
説
が
、
長
崎
新
聞
、

徳
島
新
聞
、
信
濃
毎
日
新
聞
、
中
国
新
聞
、
新
潟
日
報
、
高
知
新
聞
、
山
形
新
聞
、
福
井
新
聞
、
岩
手
日
報
、
南
日

本
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る

三
月
二
六
日
(
随
想
)
「
一
二
世
紀
と
憲
法
の
変
化
」
憲
友
第
一
一
号

三
月
三

O
日
(
論
文
)
「
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
憲
法
こ
九
六
一
年
)
の
成
立
|
南
ア
フ
リ
カ
憲
法
史
の
展
開
(
二
)
の
ご
明
治
大
学
短
期

大
学
紀
要
第
四
七
号

四
月
二
日
(
論
説
)
「
ナ
ミ
ビ
ア
の
独
立
と
新
憲
法
|
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
ア
フ
リ
カ
効
果
」
東
京
新
聞
四
月
二
日
号
夕
刊

四
月
一

O
日
(
論
文
)
「
ナ
ミ
ビ
ア
の
独
立
と
新
憲
法
」
月
刊
ア
フ
リ
カ
第
三

O
巻
四
号

四
月
二
五
日
(
解
説
)
「
判
例
を
読
む
|
判
例
の
学
び
方
」
季
刊
経
営
と
法
律
第
七
二
号

六
月
一
五
日
(
論
説
)
「
大
学
環
境
と
そ
の
点
検
に
つ
い
て
考
え
る
」
明
治
大
学
広
報
第
二
九
三
号

21ラ
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七
月
一
日
(
論
文
)
「
ア
フ
リ
カ
の
憲
法
事
情
と
ナ
ミ
ビ
ア
の
新
憲
法
」
法
律
時
報
第
六
二
巻
八
号

八
月
一
日
(
研
究
概
要
)
「
一
二
多
摩
に
お
け
る
緑
化
条
例
の
運
用
と
そ
の
効
用
」
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
年
報
第
三

O
号

一
O
月一

O
日
(
論
文
)
「
ア
フ
リ
カ
五
二
カ
国
多
党
制
化
の
波
と
憲
法
事
情
」
月
刊
ア
フ
リ
カ
第
三

O
巻
一

O
号

一
二
月
一
日
(
新
刊
紹
介
)
「
土
屋
哲
『
ア
フ
リ
カ
抱
擁
』
」
明
治
大
学
広
報
第
三

O
二
号

一
二
月
二

O
日
(
論
文
)
「
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
憲
法
(
一
九
六
一
年
)
の
成
立
上
岡
ア
フ
リ
カ
憲
法
史
の
展
開
会
一
)
の
二
」
明
治
大
学
短
期

大
学
紀
要
第
四
八
号

平
成
三
年
二
九
九
一
年
)

三
月
二

O
日
(
論
説
)
「
電
算
化
の
話
を
聞
く
」

L
I
S
M
H第
二
二
号

三
月
二
五
日
(
論
文
)
「
南
多
摩
三
市
の
緑
化
条
例
と
環
境
権
|
八
王
子
市
、
日
野
市
、
多
摩
市
に
つ
い
て
」
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
紀

要
第
二
九
巻
二
号

三
月
二
六
日
(
随
想
)
「
日
本
国
憲
法
と
日
本
語
文
化
」
憲
友
第
一
二
号

三
月
三

O
日
(
論
文
)
「
南
ア
一
九
六
一
年
憲
法
の
実
践
上
岡
ア
フ
リ
カ
憲
法
史
の
展
開
(
三
)
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
第
四
九
号

六
月
一
日
(
論
文
)
「
南
ア
フ
リ
カ
憲
法
と
ア
バ
ル
ト
へ
イ
ト
ー
そ
の
歴
史
の
流
れ
と
こ
れ
か
ら
の
行
方
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
第
三
六
巻
六
号

六
月
一

O
日
(
論
文
)
「
ア
バ
ル
ト
へ
イ
ト
の
崩
壊
と
南
ア
憲
法
の
ゆ
く
え
」
月
刊
ア
フ
リ
カ
第
コ
二
巻
六
号

七
月
一
五
日
(
論
説
)
「
『
研
究
者
の
研
究
所
』
の
た
め
に
」
明
治
大
学
広
報
第
三
一
三
号

一
O
月
四
日
(
研
究
報
告
)
「
ア
フ
リ
カ
憲
法
の
研
究
に
つ
い
て
」
比
較
憲
法
学
会
、
於
闘
沢
大
学

一
一
月
一
六
日
(
研
究
報
告
)
「
南
ア
フ
リ
カ
の
政
治
改
革
」
現
代
議
会
研
究
会
、
於
憲
政
記
念
館

一
二
月
一
五
日
(
論
文
)
「
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
憲
法
ご
九
八
三
年
)
体
制
の
成
立
と
実
践
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
第
五

O
号

一
一
一
月
一
三
日
(
論
文
)
「
ナ
ミ
ピ
ア
憲
法
の
紹
介
|
抄
録
と
解
説
」
ア
フ
リ
カ
研
究
第
三
九
号

平
成
四
年
二
九
九
二
年
)

二
月
一

O
日
(
論
文
)
「
南
ア
政
府
の
憲
法
原
則
」
月
刊
ア
フ
リ
カ
第
三
二
巻
二
号

三
月
七
日
(
講
演
)
「
南
ア
フ
リ
カ
憲
法
の
特
性
と
こ
れ
か
ら
の
展
望
」
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ

l
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
南
部
ア
フ
リ
カ
調



整
グ
ル
ー
プ
主
催
「
南
ア
フ
リ
カ
の
現
状
と
新
憲
法
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
基
調
報
告
、
於
早
稲
田
教
会

三
月
一
五
日
(
随
想
)
「
激
動
す
る
国
際
社
会
と
憲
法
的
課
題
」
憲
友
第
二
ニ
号

三
月
三

O
日
(
論
文
)
「
南
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
議
会
主
権
と
違
憲
審
査
権
の
相
魁
|
ア
バ
ル
ト
へ
イ
ト
史
の
一
断
面
」
明
治
大
学
短
期
大
学

紀
要
第
五
一
号

四
月
一
日
(
論
説
)
「
新
生
南
ア
憲
法
、
実
現
に
近
付
く
|
白
人
投
票
で
国
民
党
政
府
を
信
任
」
東
京
新
聞
四
月
一
日
号
夕
刊
、
中
日
新
聞

四
月
一
五
日
号
夕
刊

七
月
一
日
(
論
文
)
「
見
え
始
め
た
新
生
南
ア
フ
リ
カ
憲
法
像
|
制
憲
手
続
き
と
憲
法
原
則
案
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
第
三
七
巻
七
号

九
月
一
日
(
論
説
)
「
新
生
南
ア
フ
リ
カ
『
政
治
改
革
』
の
近
況
と
展
望
」
国
会
画
報
第
三
四
巻
九
号

一
O
月
五
日
(
論
文
)
「
ア
フ
リ
カ
憲
法
研
究
の
視
座
」
比
較
憲
法
学
研
究
第
四
号

一
O
月
六
日
(
論
説
)
「
岐
阜
県
の
環
境
問
題
」
朝
日
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
ニ
ュ
ー
ス
第
一

O
号

一
一
月
一
日
(
随
想
)
「
ア
フ
リ
カ
憲
法
研
究
余
話
」
月
刊
官
界
第
一
八
巻
一
一
号

二
月
一
五
日
(
共
同
執
筆
)
藤
本
一
美
編
著
『
世
界
の
政
治
改
革
』
東
信
堂

一
二
月
二
五
日
(
論
文
)
「
ア
フ
リ
カ
法
の
概
観
|
A
-
K
メ
ン
サ
・
ブ
ラ
ウ
ン
『
現
代
ア
フ
リ
カ
法
入
門
』
を
中
心
に
」
朝
日
法
学
論
集
第
九

号

著者の業績一覧

平
成
五
年
二
九
九
三
年
)

二
月
二
五
日
(
論
文
)
「
フ
ラ
ン
ス
語
圏
西
ア
フ
リ
カ
憲
法
の
研
究
セ
ネ
ガ
ル
と
コ

l
ト
・
ジ
ボ
ワ

1
ル
を
例
に
」
明
治
大
学
短
期
大
学
紀

要
第
五
二
号

三
月
一
五
日
(
随
想
)
「
日
本
は
『
平
和
の
商
人
』
で
あ
れ
」
憲
友
第
一
四
号

三
月
二
五
日
(
論
文
)
「
ア
フ
リ
カ
社
会
の
法
と
政
治
」
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
紀
要
第
三
八
集

七
月
六
日
(
論
説
)
「
ア
フ
リ
カ
の
民
主
化
と
日
本
の
対
応
l
自
衛
隊
モ
ザ
ン
ピ

1
ク
派
遣
に
寄
せ
て
」
東
京
新
聞
七
月
六
日
夕
刊
、
中
日

新
聞
七
月
一
四
日
夕
刊

七
月
一
七
日
(
講
演
)
「
第
三
世
界
の
人
権
保
障
|
ア
フ
リ
カ
難
民
と
日
本
の
役
割
」
朝
日
大
学
大
学
院
公
開
講
座
、
於
朝
日
大
学

217 
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一
O
月
二
五
日
(
論
文
)
「
コ
モ
ン
ウ
エ
ル
ス
と
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
」
朝
日
法
学
論
集
第
一
一
号

平
成
六
年
二
九
九
四
年
)

二
月
一
日
(
論
説
)
「
南
ア
フ
リ
カ
に
真
の
『
協
調
』
一
極
う
新
時
代
」
国
会
画
報
第
三
六
巻
二
号

五
月
一
九
日
(
論
説
)
「
民
族
協
調
の
カ
ギ
握
る
経
済
政
策
|
南
ア
フ
リ
カ
総
選
挙
の
意
義
と
今
後
の
課
題
」
東
京
新
聞
五
月
一
九
日
号
タ

刊
、
中
日
新
聞
五
月
二

O
日
号
夕
刊
、
北
海
道
新
聞
五
月
二
四
日
夕
刊

五
月
一
一
一
日
(
研
究
報
告
)
「
南
ア
フ
リ
カ
の
総
選
挙
と
ア
フ
リ
カ
人
大
統
領
の
誕
生
」
現
代
議
会
研
究
会
、
於
明
治
大
学
大
学
院

六
月
一
日
(
論
文
)
「
ア
フ
リ
カ
に
お
砂
る
宗
教
と
法
律
」
朝
日
法
学
論
集
第
一
一
一
号

八
月
一
日
(
論
文
)
「
南
ア
フ
リ
カ
憲
法
史
の
夜
明
げ
|
人
種
協
調
社
会
の
基
本
法
の
成
立
へ
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
第
三
九
巻
八
号

九
月
二
七
日
(
随
想
)
「
政
経
ゼ
ミ
二

O
年
に
思
う
」
憲
友
第
一
五
号

平
成
七
年
二
九
九
五
年
)

二
月
一
日
(
論
説
)
「
新
生
南
ア
フ
リ
カ
『
総
選
挙
』
後
の
状
況
|
来
年
四
月
ま
で
の
憲
法
制
定
へ
マ
ン
デ
ラ
体
制
二
年
目
の
試
練
」
国
会

画
報
第
三
七
巻
二
号

三
月
一
日
(
著
書
)
『
南
ア
フ
リ
カ
憲
法
略
史
|
ア
バ
ル
ト
へ
イ
ト
か
ら
人
種
協
調
の
歴
史
へ
』
朝
日
大
学
法
制
研
究
所

三
月
二
四
日
(
論
説
)
「
憲
法
の
変
革
|
一
一
一
世
紀
を
目
指
し
て
」
法
の
い
ぶ
き
第
三
号

四
月
一
日
(
随
想
)
「
ア
フ
リ
カ
憲
法
研
究
余
話
」
月
刊
官
界
第
一
一
一
巻
四
号

五
月
三
日
(
論
説
)
「
憲
法
の
原
点
を
考
え
る
|
地
方
分
権
と
民
主
主
義
の
小
学
校
」
朝
日
新
聞
五
月
三
日
号
岐
阜
版

五
月
二
八
日
(
研
究
発
表
)
「
憲
法
か
ら
み
た
ア
フ
リ
カ
の
民
主
化
に
つ
い
て
」
日
本
ア
フ
リ
カ
学
会
、
於
日
本
福
祉
大
学

六
月
一
日
(
論
説
)
「
陪
審
裁
判
復
活
へ
の
障
害
!
五
つ
の
視
点
か
ら
」
陪
審
裁
判
第
一
一
号

一
一
月
一
日
(
随
想
)
「
ア
フ
リ
カ
憲
法
研
究
余
話
」
月
刊
官
界
第
二
一
巻
一
一
号

平
成
八
年
二
九
九
六
年
)

二
月
一
日
(
論
説
)
「
旧
陪
審
法
と
被
告
の
権
利
1
憲
法
論
と
運
用
の
落
差
」
陪
審
裁
判
第
一
二
号

二
月
二

O
日
(
著
書
)
『
ア
7
リ
カ
憲
法
の
研
究
』
成
文
堂



三
月
一

O
日
(
論
文
)
「
南
ア
フ
リ
カ
の
憲
法
草
案
の
あ
ら
ま
し
」
月
刊
ア
フ
リ
カ
第
三
六
巻
三
号

三
月
一

O
日
(
論
説
)
「
明
治
憲
法
下
の
模
擬
陪
審
裁
判
|
朝
日
新
聞
社
主
催
の
殺
人
被
告
事
件
の
例
」
法
の
い
ぶ
き
第
六
号

五
月
一
日
(
随
想
)
「
ア
フ
リ
カ
憲
法
研
究
余
話
」
月
刊
官
界
第
二
二
巻
五
号

五
月
一
日
(
論
説
)
「
南
ア
『
新
憲
法
誕
生
』
に
再
び
世
界
の
熱
い
視
線
」
国
会
画
報
第
三
八
巻
五
号

五
月
三
一
日
(
共
同
執
筆
)
大
谷
正
義
先
生
古
希
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
「
国
家
と
自
由
の
法
理
」
啓
文
社
(
執
筆
論
文
)
「
南
ア
フ
リ
カ
共

和
国
に
お
け
る
人
身
保
護
制
度
ー
の
き
三
ゆ
事
件
の
論
点
を
中
心
に
」

九
月
一
日
(
論
文
)
「
南
ア
フ
リ
カ
の
新
憲
法
成
立
|
ア
バ
ル
ト
へ
イ
ト
体
制
の
克
服
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
第
四
一
巻
九
号

九
月
一

O
日
(
論
文
)
「
南
ア
フ
リ
カ
憲
法
の
あ
ら
ま
し
」
月
刊
ア
フ
リ
カ
第
三
六
巻
九
号

九
月
三

O
日
(
巻
頭
言
)
「
ア
フ
リ
カ
憲
法
の
研
究
を
志
し
た
い
人
へ
」
ア
フ
リ
カ
レ
ポ
ー
ト
第
二
三
号

二
月
一
一
一
日
(
談
話
)
「
町
長
判
断
測
る
住
民
投
票

l
町
長
襲
撃
事
件
を
考
え
る
」
朝
日
新
聞
二
月
一
一
一
日
岐
阜
版

一
二
月
一
五
日
(
論
文
)
「
東
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
回
目

σgm
わ
。
召

5
の
事
例
に
つ
い
て
」
朝
日
法
学
論
集
第
一
五
号

平
成
九
年
二
九
九
七
年
)

三
月
三
一
日
(
論
説
)
「
模
擬
法
廷
と
ゼ
ミ
の
学
習
」
法
の
い
ぶ
き
第
七
号

六
月
一
日
(
論
説
)
「
混
乱
か
ら
再
生
へ
|
遠
い
大
陸
ア
フ
リ
カ
政
治
の
展
望
」
国
会
画
報
第
三
九
巻
六
号

著者の業績一覧219 



平
成
九
年
(
一
九
九
七
年
)

一
二
月
一
日
(
論
文
)

「
国
民
性
論
の
研
究
l
陪
審
制
の
研
究
の
補
論
と
し
て

学
論
集
一
七
号

『
憲
法
の
視
点
l
憲
法
小
論
集
』
憲
法
論
集
第
三
巻
、

(
一
)
」
朝
日
法

一
二
月
一

O
日
(
著
書
)

平
成
一

O
年
(
一
九
九
八
年
)

六
月
一
日
(
論
文
)

成
文
堂

九
月
三
一
日
(
論
説
〉

平
成
一
一
年
(
一
九
九
九
年
)

一
一
月
一
日
(
論
説
)

「
国
民
性
論
の
研
究
l
陪
審
制
の
研
究
の
補
論
と
し
て

学
論
集
二

O
号

「
『
義
理
人
情
』
と
憲
法
」
法
の
い
ぷ
き
八
号

(
二
)
」
朝
日
法

ハ
朝
日
大
学
法
学
会
〉

「
紛
争
沈
静
化
へ

一
巻
二
号

「
正
し
い
陪
審
裁
判
復
活
の
た
め
に
」
東
京
新
聞
(
文
化
欄
)
三
月
三
日

「
憲
法
学
習
の
楽
し
み
方
」
法
の
い
ぷ
き
九
号
(
朝
日
大
学
法
学
会
)

「
国
民
性
論
の
研
究
!
陪
審
制
研
究
の
補
論
と
し
て
(
三
)
」
朝
日
法
学

論
集
二
三
号

一
日
(
論
説
)
「
陪
審
裁
判
論
議
へ
の
提
言
l
正
し
い
陪
審
裁
判
の
復
活
の
た
め
に
」
法

(
論
説
)
学
セ
ミ
ナ
ー
五
三
五
号
(
投
稿
)

七
月
二
二
日
(
論
説
)
「
国
旗
・
国
歌
法
に
対
す
る
意
見
(
反
対
意
見
)
」
岐
阜
新
聞
七
月
二
二

日
間
守

八
月
二
六
日
(
研
究
報
告
)
「
陪
審
裁
判
の
憲
法
論
」
陪
審
裁
判
を
考
え
る
会

一
二
月
一
日
(
論
説
)
「
南
ア
フ
リ
カ
ム
ベ
キ
政
権
に
期
待
さ
れ
る
政
治
・
経
済
改
革
の
展
望
」

国
会
画
報
四
一
巻
一
二
号

『
連
帯
』
気
運
熟
す
ア
フ
リ
カ
諸
国
」
国
会
画
報
第
四

三

月

三

日

三
月
三
一
日

五
月
二
五
日

(
論
説
)

(
論
説
)

(
論
文
)

七
月

平
成
一
二
年
(
二

0
0
0年
)

三
月
二

O
日
(
共
同
執
筆
)
「
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
H
a
b
e
a
s
c
o
r
p
u
s

の
研
究
」
大
谷
正
義
編

「
『
人
身
の
自
由
』
の
法
的
保
障
」
所
収
、
明
治
大
学
祉
会
科
学
研
究
所

叢
書
晃
洋
書
房

五
月
一
日
(
論
説
)
「
憲
法
論
は
“
平
和
の
話
・
か
ら
」
関
東
え
び
の
会
だ
よ
り
二
号

五
月
三
一
日
(
論
説
)
「
『
生
命
の
権
利
』
に
つ
い
て
(
一
)
」
法
の
い
ぶ
き
一
一
号

七
月
一

O
日
(
著
書
)
『
陪
審
制
復
活
の
条
件
l
憲
法
と
日
本
文
化
論
の
視
点
か
ら
』
現
代
人
文

Y
宇
ム

4
d
1
 

一
日
(
論
説
)
「
紛
争
沈
静
化
と
新
た
な
火
種
1
ア
フ
リ
カ
政
治
の
今
l
複
数
政
党
制
に

よ
る
民
主
か
気
遣
も
な
お
植
民
地
支
配
の
後
遺
症
残
す
」
国
会
画
報
四
二

巻
一
二
号

ー「

一
二
月

平
成
二
ニ
年
(
二

O
O
一
年
)

三
月
二
二
日
(
論
説
)

「
死
刑
に
つ
い
て
」
法
の
い
ぷ
き
一
二
号



平
成
一
四
年
(
二

O
O
二
年
)

三
月
(
紹
介
文
)
「
『
一
弁
文
庫
』
紹
介
」
朝
日
大
学
図
書
館
目
録

五
月
三
一
日
(
随
想
)
「
自
然
と
自
分
史
」
小
林
一
九
会
「
回
想
そ
し
て
今
」
所
収
と

八
月
一

O
日
(
紹
介
文
)
「
『
一
弁
文
庫
』
紹
介
」
第
一
東
京
弁
護
士
会
会
報
三
五
四
号

一
二
月
二
五
日
(
著
書
)
『
余
白
の
愉
し
み
l
研
究
か
ら
の
解
き
放
し
』
第
一
巻
非
売
品

一
二
月
二
五
日
(
論
文
〉
「
陪
審
制
度
論
の
崩
壊
1
司
法
制
度
改
革
審
議
会
の
分
析
か
ら
」
朝
日
法

学
論
集
二
二
号

平
成
二

O
年
(
二

O
O
八
年
)

五
月
一
一
日
(
論
説
)

六
月

「
裁
判
員
制
度
」
宮
崎
日
々
新
聞

こ
の
新
聞
の
外
に
福
島
新
聞
(
五
、
二
八
)
、
埼
玉
新
聞
(
五
、
五
)

南
日
本
新
聞
(
五
、
二
号
、
長
崎
新
聞
(
五
、
六
)
に
も
掲
載

(
論
説
)
「
裁
判
員
を
量
刑
判
断
へ
の
参
加
か
ら
外
せ
」
法
と
民
主
主
義
四
二
九
号

五
日

2 


